
知
日

評

吉
川
真
司
著

『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』

玉
　
井

力

　
本
書
は
近
年
注
目
す
べ
き
研
究
を
次
々
と
発
表
し
て
こ
ら
れ
た
著
者
が
、

「
政
治
の
形
式
」
の
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
、
こ
こ
十
年
の
間
に
公
表
し
た

論
文
に
新
編
を
加
え
て
再
編
集
大
成
し
、
七
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
に
及

ぶ
古
代
官
僚
制
論
を
一
貫
し
た
論
理
と
緻
密
な
論
証
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た

待
望
の
書
で
あ
る
。
ま
ず
、
輿
次
及
び
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
す
る
。

（
一
）

◇
序
章
・
律
令
富
僚
制
研
究
の
視
角

◇
第
一
部
　
律
令
官
僚
制
と
官
人
社
会

　
第
㎜
章
　
律
令
宮
阜
制
の
基
本
構
造
、
第
二
章
　
律
令
太
政
官
制
と
合
議

　
制
、
第
三
章
　
律
令
国
家
の
女
官
、
第
四
章
　
藤
原
氏
の
創
始
と
発
展
、

◇
第
二
部
　
律
令
国
家
の
政
務
と
文
書

　
第
一
章
　
墨
池
論
、
第
二
章
　
奈
良
時
代
の
宣
、
第
三
章
　
申
文
刺
新
考
、

　
附
論
　
左
経
記
、
第
四
章
　
上
即
製
の
成
立
、
第
五
章
　
外
印
請
印
考
、

◇
第
三
部
　
平
安
貴
族
政
治
の
形
成

　
第
一
章
　
律
令
官
人
制
の
再
編
過
程
、
附
論
　
儀
式
と
文
書
、
第
工
章

　
摂
関
政
治
の
転
成
、
第
三
章
　
平
安
時
代
に
お
け
る
女
房
の
存
在
形
態
、

　
第
四
章
　
女
房
奉
書
の
発
生
、

　
以
下
、
順
を
追
っ
て
紹
介
し
て
行
こ
う
。
（
な
お
、
論
の
ま
と
ま
り
を
優

先
し
て
本
来
の
章
立
て
に
従
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
）

　
第
一
部

　
第
一
章
「
律
令
官
僚
制
の
基
本
構
造
」
で
は
、
官
僚
制
論
の
枠
組
み
が
提

示
さ
れ
る
。
著
者
は
石
母
田
正
氏
の
見
解
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
律
令

官
僚
制
を
律
令
官
人
制
と
律
令
官
司
制
の
統
合
と
捉
え
る
。
前
者
は
君
恩
と

奉
仕
の
関
係
、
後
者
は
階
統
制
、
四
等
官
制
等
に
よ
る
官
司
・
富
職
の
権
限

と
繋
属
の
関
係
を
さ
す
が
、
こ
の
両
者
は
有
機
的
連
関
を
有
し
つ
つ
も
、
全

く
原
理
を
異
に
す
る
と
さ
れ
る
。
又
、
官
司
制
に
お
け
る
特
例
的
な
秩
序
の

存
在
に
つ
い
て
も
注
曝
し
、
そ
こ
に
大
王
と
ツ
カ
サ
の
関
係
の
遺
制
を
見
出

し
て
い
る
。

　
第
二
章
「
律
令
太
政
官
制
と
合
議
制
」
で
は
、
早
川
庄
八
氏
『
日
本
古
代

官
僚
制
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
）
の
批
判
を
通
じ
て
、
本
書
の
基
調
の
一
つ

で
あ
る
「
貴
族
網
」
論
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
太
政
官

合
議
制
は
、
大
夫
合
議
制
の
伝
統
の
上
に
、
唐
の
二
種
の
合
議
制
を
太
政
官

議
に
限
定
し
つ
つ
継
受
し
て
成
立
し
た
と
い
う
点
と
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
君

主
制
を
補
完
す
る
も
の
で
、
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
点
が
強
調
さ

れ
る
。
又
、
天
皇
対
貴
族
と
い
う
視
点
は
有
効
性
を
も
た
な
い
と
さ
れ
る
。

第
工
部
第
一
章
「
勅
符
論
」
も
こ
の
主
張
と
関
わ
る
論
考
で
あ
る
。
基
本
史

料
の
読
み
と
い
う
点
で
は
、
早
川
庄
八
氏
と
同
じ
認
識
を
示
す
も
の
の
、
同

氏
が
大
宝
令
電
量
の
発
給
手
続
き
の
中
に
議
政
官
の
不
関
与
を
推
測
し
、
そ

の
養
老
令
で
の
削
除
に
議
政
官
権
限
の
増
大
を
見
出
す
点
を
厳
し
く
批
判
す

る
。
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縞柄

　
第
三
章
「
律
令
国
家
の
女
官
」
は
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
後
宮
論
で
あ

る
。
ま
ず
平
安
時
代
の
閲
詳
解
及
び
内
侍
宣
の
分
析
を
切
り
口
と
し
て
、
八

世
紀
ま
で
の
内
裏
が
天
皇
と
宮
人
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す

る
。
次
い
で
、
八
世
紀
後
半
か
ら
男
官
の
内
裏
伺
候
が
日
常
化
す
る
と
い
わ

ゆ
る
「
開
か
れ
た
内
裏
」
が
創
繊
さ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
後
宮
十
二
司
の
解

体
を
も
た
ら
し
、
十
世
紀
に
も
な
る
と
女
房
と
舌
房
（
蔵
人
）
の
分
掌
の
も

と
に
中
世
的
な
後
宮
へ
の
再
編
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
本
論
考

は
第
三
部
第
三
章
、
第
四
章
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
順
序
を

変
え
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
述
べ
て
お
こ
う
。
第
三
部
第
三
章

「
平
安
隠
里
に
お
け
る
女
房
の
存
在
形
態
」
は
、
第
一
部
第
三
章
の
続
編
と

い
う
べ
き
で
、
女
性
勤
仕
者
の
中
心
と
な
っ
た
女
房
の
実
態
を
や
や
視
野
を

広
め
て
「
内
の
女
房
」
（
天
皇
の
女
房
）
「
キ
サ
キ
の
女
房
」
「
諸
家
の
女
房
」

に
分
類
し
つ
つ
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
解
明
す
る
。
又
、
彼
女
達
が

夫
や
家
族
と
も
連
携
し
て
権
門
に
奉
仕
し
、
家
司
・
受
領
・
女
房
層
と
も
い

う
べ
き
社
会
階
層
を
形
成
し
て
、
権
門
体
制
を
支
え
て
、
王
朝
文
学
隆
盛
の

原
動
力
と
も
な
っ
た
こ
と
を
説
く
。
第
三
部
第
四
章
「
女
房
奉
書
の
発
生
」

は
、
従
来
鎌
倉
時
代
に
成
立
す
る
と
詠
わ
れ
て
い
た
女
房
奉
書
の
実
態
を
十

世
紀
の
王
朝
文
学
作
品
の
中
に
検
出
し
、
そ
の
源
流
が
九
世
紀
に
遡
る
こ
と
、

社
会
的
確
立
が
十
世
紀
後
半
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
又
、
「
開
か

れ
た
内
裏
」
成
立
、
内
侍
宣
の
衰
退
、
仮
名
文
学
の
隆
盛
、
権
門
体
制
の
成

立
と
の
深
い
関
連
性
を
論
じ
る
。

　
第
四
章
「
藤
原
氏
の
創
始
と
発
展
」
で
は
、
八
世
紀
ま
で
の
藤
原
氏
の
特

質
は
、
儒
教
仏
教
を
国
家
理
念
と
す
る
文
明
化
路
線
を
王
権
に
密
着
し
つ
つ
、

推
進
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
。

　
第
二
部

　
第
一
章
（
先
述
）
。

　
第
一
一
章
「
奈
良
時
代
の
宜
」
は
、
八
世
紀
の
官
司
の
特
質
を
鋭
く
摘
出
す

る
業
績
で
あ
る
。
東
大
寺
写
経
所
に
伝
え
ら
れ
る
宣
を
外
部
か
ら
の
宣
（
奏

宣
の
宣
・
権
威
的
な
宣
）
と
造
東
大
寺
司
内
部
の
官
司
内
の
宣
（
官
詩
心
）

に
分
類
す
る
。
そ
し
て
外
部
か
ら
の
宣
は
必
ず
本
司
た
る
造
東
大
寺
官
人
が

介
在
し
て
写
経
所
へ
宣
し
た
こ
と
や
、
女
官
や
尼
の
宣
が
口
頭
伝
達
を
原
則

と
し
た
こ
と
等
貴
重
な
事
実
を
見
出
す
一
方
、
官
司
内
の
宣
腱
判
は
、
主
典

に
よ
る
文
書
の
読
み
上
げ
（
読
申
公
文
）
と
口
頭
決
裁
、
同
席
者
の
共
署
を

特
徴
と
し
た
こ
と
を
解
明
す
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
共
知
理
念
の
存
在
と
官
僚

制
の
未
成
熟
を
見
て
取
る
が
、
そ
の
直
接
の
理
由
と
し
て
、
日
本
が
唐
に
お

け
る
三
判
制
と
案
巻
を
継
受
し
な
か
っ
た
点
を
指
摘
す
る
。
又
、
燗
人
が
発

給
す
る
銀
山
の
文
書
の
中
に
宣
旨
の
起
源
を
見
出
す
。

　
第
三
章
「
申
文
論
文
考
」
は
文
書
主
義
の
浸
透
と
律
令
制
の
変
質
と
の
関

係
を
論
じ
た
雄
編
。
申
文
単
文
と
い
う
の
は
、
決
裁
者
が
直
接
文
書
を
見
て

判
定
を
下
す
作
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
内
容
と
す
る
儀
式
が
、
八
世
紀
後
半

か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
続
々
と
成
立
し
、
律
令
制
本
来
の
「
読
唱
公
文
」
方

式
の
政
務
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
ゆ
く
。
著
者
は
、
複
雑
な
太
政
官
政
務
の
シ

ス
テ
ム
上
の
位
置
を
一
々
確
定
し
つ
つ
、
そ
の
転
換
の
過
程
を
追
う
。
そ
の

結
果
が
共
知
理
念
の
破
壊
、
単
独
決
裁
へ
の
移
行
、
公
式
令
の
体
系
の
破
壊

を
推
し
進
め
、
時
代
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
す
る
。
附
議
は
左
経
記

に
よ
っ
て
外
記
政
、
陣
申
文
、
官
奏
と
続
く
一
連
の
政
務
の
詳
細
を
示
す
。

　
第
四
章
「
上
宣
制
の
成
立
」
は
、
前
章
の
姉
妹
編
で
あ
る
。
上
宣
制
が
申

文
刺
文
制
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
同
時
に
官
奏
や
奉
勅

上
宜
官
符
の
成
立
で
も
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
上
宣
制
は
、
筆
頭
公
卿
と
次

席
公
卿
を
宕
著
と
す
る
体
制
と
し
て
、
称
徳
朝
頃
に
成
立
し
、
押
所
申
文
に
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お
い
て
は
承
和
三
年
、
密
奏
に
お
い
て
は
寛
平
四
年
に
日
上
制
へ
移
行
し
た

と
す
る
。

　
第
五
章
「
外
記
請
印
考
」
は
、
平
安
朝
外
記
政
の
一
環
と
し
て
の
請
印
儀

の
詳
細
な
構
造
を
分
析
し
、
そ
の
成
立
が
八
世
紀
後
半
に
遡
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
九
・
十
世
紀
に
か
け
て
「
庁
申
文
な
き
外
記
政
」
「
結
政
請
印
」

等
へ
の
変
化
を
経
て
十
一
世
紀
中
葉
に
消
滅
し
た
こ
と
を
説
く
。

　
第
三
部

　
第
一
章
「
律
令
官
人
制
の
再
編
過
程
」
は
、
位
階
・
禄
制
の
両
面
か
ら
君

恩
・
奉
仕
関
係
の
変
質
を
論
じ
る
。
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
成
選
・
上
口
制

の
放
棄
、
年
労
制
の
成
立
か
ら
説
き
起
こ
し
、
十
世
紀
中
葉
ま
で
を
崩
壊
・

再
編
期
と
し
、
禄
制
の
崩
壊
と
縮
小
再
編
、
五
位
以
上
集
団
の
解
体
、
六
位

以
下
の
慰
恩
か
ら
の
疎
外
等
を
解
明
す
る
。
そ
の
結
果
、
天
皇
家
と
諸
家
の

関
係
を
基
軸
と
し
て
、
特
定
の
官
職
及
び
恩
寵
が
優
遇
の
基
準
と
な
る
古
し

い
体
制
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
附
論
で
は
完
全
に
揃
っ
た
室
町
期

の
叙
位
関
係
文
書
の
運
用
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
摂
関
政
治
の
転
成
」
は
、
摂
蘭
期
を
律
令
制
の
延
長
と
捉
え
る

通
説
を
批
判
し
、
初
期
権
門
政
治
と
捉
え
直
し
、
中
世
へ
の
出
発
点
と
評
価

す
る
。
著
者
は
、
摂
関
政
治
の
体
制
的
成
立
を
十
世
紀
後
半
に
置
く
が
、
そ

の
こ
と
を
君
臣
関
係
の
変
質
、
太
政
官
政
治
の
崩
壊
、
摂
関
の
地
位
の
確
立
、

天
皇
の
後
見
体
制
の
成
立
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
る
。
一
方
、
権
門
は
主
従
関

係
を
含
む
上
下
の
結
合
関
係
を
形
成
し
、
権
門
と
権
門
、
権
門
と
諸
司
の
問

の
相
互
扶
助
関
係
を
育
て
権
門
体
制
を
形
成
し
た
と
す
る
。

　
第
三
章
、
第
四
章
（
先
述
）
。

（
二
）

　
次
に
本
書
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　
古
代
官
僚
制
研
究
の
主
導
的
業
績
と
し
て
、
石
母
田
正
氏
の
『
日
本
の
古

代
国
家
隔
噸
日
本
古
代
国
家
論
』
（
共
に
岩
波
書
店
）
と
早
川
庄
八
氏
の
『
田

本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
を
あ
げ
る
こ
と
は
誰
し
も
異
論
を
持
た
な
い
で
あ

ろ
う
。
本
書
の
意
義
の
第
　
は
、
こ
の
両
者
を
正
面
か
ら
批
判
し
、
君
主
制

論
、
な
い
し
は
非
貴
族
制
論
の
立
場
に
立
っ
て
、
文
明
化
と
い
う
視
点
を
取

り
入
れ
、
一
方
で
権
門
体
制
論
に
接
続
し
つ
つ
、
七
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
の

官
僚
制
論
を
論
じ
切
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
貴
族
制
論
も
権
門
体
制
論
も
長

い
論
争
史
を
も
つ
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
新
し
い
地
点
に
立
っ
た
著
者

の
問
題
提
起
が
再
な
る
議
論
の
深
化
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に

予
感
さ
れ
る
。

　
本
書
収
載
の
諸
論
考
に
は
、
そ
の
手
法
の
上
で
際
だ
っ
た
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
徹
底
的
な
日
唐
両
舌
の
比
較
研
究
で
あ
る
。
第
一
部
、
第
二
部

の
論
考
の
随
所
に
こ
の
視
点
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
合
議
制
に
つ

い
て
の
議
論
や
貴
族
制
論
批
判
等
に
は
重
要
な
論
点
を
提
供
し
て
い
る
。
又
、

「
三
判
網
の
欠
如
」
「
上
知
理
念
」
の
発
見
は
、
今
後
日
本
の
官
司
制
を
考

え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
次
に
儀
式
研

究
も
本
書
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
平
安
時
代
の
儀
式
書
や
古

記
録
か
ら
そ
の
次
第
を
詳
細
に
復
元
し
、
そ
の
意
味
を
読
み
解
く
。
更
に
、

そ
の
儀
式
が
ど
こ
ま
で
遡
源
し
う
る
か
を
追
究
す
る
。
読
者
は
、
儀
式
の
行

わ
れ
る
空
間
及
び
そ
れ
を
担
う
入
々
の
動
作
の
一
々
に
つ
い
て
実
に
鮮
明
な

イ
メ
ー
ジ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
著
者
が
「
上
卿
に
な
っ
た
ぐ

ら
い
の
心
構
え
で
」
分
析
さ
れ
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
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評書

て
「
申
文
刺
文
」
論
や
「
官
人
制
変
質
」
論
、
「
開
か
れ
た
内
裏
」
論
な
ど
、

本
書
の
基
幹
的
論
点
を
支
え
る
貴
重
な
事
実
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の

転
換
要
因
を
鋭
く
捉
え
た
こ
れ
ら
の
成
果
の
画
期
性
に
つ
い
て
は
、
い
か
に

強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
論
証
の
過
程
で
複
雑
な

太
政
官
政
務
の
数
々
が
構
造
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
新
旧
の
時
間
的
関
係
も

整
理
さ
れ
、
旧
来
の
研
究
が
一
新
さ
れ
た
点
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
豊
か

な
発
想
と
厳
密
な
論
証
の
も
と
に
構
築
さ
れ
た
本
書
は
、
評
者
に
と
っ
て
学

ぶ
べ
き
こ
と
の
み
多
く
、
発
言
し
う
る
こ
と
は
皆
無
に
近
い
の
で
あ
る
が
、

以
下
節
を
改
め
て
、
敢
え
て
二
三
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
瞥
㎜
）

　
「
律
令
官
僚
制
の
基
本
構
造
」
は
、
律
令
官
僚
制
の
骨
格
を
示
す
理
論
的

整
理
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
要
望
を
記
し
て
み
た
い
。
ま
ず
著

者
は
日
常
的
な
官
人
秩
序
が
上
日
に
よ
る
機
械
的
数
量
的
関
係
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
た
と
い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
が
、
官
人
の
中
枢
部
た
る
五
位
以
上
集

団
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
専
制
的
裁
董
権
が
そ
れ
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
強
く

働
い
た
こ
と
も
特
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
又
、
階
層
差

と
い
う
点
で
は
外
位
制
の
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
更
に
か
つ
て
君
臣
関
係

の
中
心
に
位
置
し
た
ウ
ジ
・
カ
バ
ネ
制
の
律
令
制
下
に
お
け
る
影
響
な
ど
も

位
置
づ
け
て
ほ
し
か
っ
た
。
内
外
階
制
の
導
入
の
問
題
一
つ
を
と
っ
て
み
て

も
、
こ
れ
は
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
さ
て
、
「
律
令
太
政
官
制
と
合
議
制
」
に
お
い
て
は
日
本
の
合
議
制
が
大

夫
制
の
伝
統
の
上
に
、
唐
の
二
種
の
合
議
制
を
太
政
官
議
に
限
定
し
て
継
受

し
た
も
の
と
定
義
さ
れ
る
。
唐
制
継
受
の
観
点
を
導
入
し
た
意
義
は
大
き
い

が
、
「
大
夫
合
議
制
の
伝
統
」
に
つ
い
て
の
検
討
は
充
分
で
な
い
。
日
唐
間

の
合
議
体
制
に
は
、
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
①
唐
の

宰
相
議
及
び
七
品
以
上
に
よ
る
尚
書
省
都
堂
の
議
が
、
日
本
で
は
太
政
官
議

に
統
合
さ
れ
た
こ
と
、
②
日
本
の
論
奏
は
諮
問
に
答
え
る
だ
け
で
な
く
発
議

も
行
っ
た
こ
と
、
③
論
奏
式
と
奏
抄
式
の
関
係
（
論
奏
式
は
奏
抄
式
を
文
字

上
で
は
継
受
し
て
い
る
が
、
心
慮
式
で
の
処
理
事
項
は
全
て
盛
事
式
で
処
理

さ
れ
、
論
奏
式
に
は
一
ラ
ン
ク
上
の
事
項
を
想
定
し
て
い
る
）
及
び
論
閉
式

と
発
日
勅
式
の
関
係
、
④
日
本
に
お
け
る
身
心
の
欠
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が

注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
違
が
い
か
に
し
て
生
じ
た
か
を
整
合
的
に
理

解
す
る
に
は
や
は
り
大
夫
合
議
制
と
太
政
官
鋼
の
成
立
過
程
の
分
析
が
必
要

で
あ
り
、
著
者
の
議
論
も
そ
の
検
討
を
経
て
完
結
す
る
の
で
は
な
い
か
。
著

者
は
、
天
皇
と
貴
族
の
対
立
関
係
か
ら
政
治
史
を
論
ず
る
こ
と
を
否
定
す
る
。

評
者
も
日
本
の
支
配
体
制
を
慰
主
制
と
捉
え
る
こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か

し
、
天
皇
の
専
制
化
と
太
政
宮
機
能
の
問
に
一
定
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
そ
の
検
討
が
日
本
の
君
主
制
研
究
に
と
っ
て
無
意
味
と
は

思
え
な
い
。

　
「
奈
良
時
代
の
宣
」
は
、
八
世
紀
の
官
司
運
営
の
実
態
を
鋭
く
え
ぐ
っ
た

論
考
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
「
宣
を
伝
達
す
る
文
書
」
の
中
に
は

階
統
制
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
が
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
階
統
制
を
破
る

秩
序
に
つ
い
て
は
大
王
制
以
来
の
遺
制
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、

「
宣
文
」
が
宣
旨
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
古
い
遺
制
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
に
薪
し
く
展
開
す
る
非
階
統
制
的
要
素
を
も
考
え
る
必
要
が
で

て
こ
よ
う
。
正
倉
院
文
書
の
中
に
は
非
公
式
様
文
書
が
、
か
な
り
多
く
存
在

す
る
。
そ
こ
に
非
階
統
制
的
要
素
を
見
出
す
の
は
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が

新
し
い
も
の
な
の
か
古
い
も
の
な
の
か
、
は
た
又
、
律
令
制
の
底
部
で
古
い

様
相
を
温
存
し
つ
つ
後
世
に
継
続
す
る
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
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は
、
官
司
制
の
展
開
・
変
質
を
考
え
る
上
で
か
な
り
重
要
な
五
趣
だ
と
思
う
。

又
、
著
者
は
、
個
人
の
発
給
す
る
伝
宣
文
書
を
宣
文
と
名
付
け
、
そ
れ
を
平

安
時
代
の
宣
旨
の
起
源
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
早
川
庄
八
氏
『
宣
旨
試

論
隔
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
全
面
的
な
批
判
が
あ
る
。
早
川
氏
が
宣
を
記
す

書
類
を
、
宣
旨
と
、
奉
書
の
二
形
態
に
分
け
、
そ
の
系
統
的
な
展
開
を
明
ら

か
に
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
お
け
る
「
宣

旨
」
「
宣
旨
書
幅
と
い
う
語
の
用
法
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中

に
は
、
門
奉
書
扁
を
含
む
場
合
も
あ
る
。
新
し
い
段
階
を
踏
ま
え
た
宣
旨
の

本
質
論
の
提
示
を
期
待
し
た
い
。

　
次
に
「
上
宣
制
の
成
立
」
に
お
い
て
、
著
者
は
覧
平
四
年
四
月
一
一
十
六
日

宣
旨
に
よ
っ
て
官
奏
に
日
上
制
が
導
入
さ
れ
た
と
説
く
が
、
こ
の
点
は
納
得

で
き
な
い
。
土
田
直
鎮
氏
の
官
符
上
卿
に
関
す
る
整
理
（
『
奈
良
平
安
時
代

史
論
集
撫
第
二
部
　
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
、
仁
和
年
間
に
は
最
末
な
い

し
は
、
そ
の
す
ぐ
上
の
中
納
書
源
能
有
や
藤
原
山
陰
が
一
度
な
ら
ず
奉
勅
上

山
の
上
卿
と
な
っ
て
い
る
。
奉
勅
上
宣
が
官
奏
の
あ
り
方
を
反
映
す
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
官
奏
の
日
上
制
は
成
立
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
こ
の
傾
向
は
陽
成
朝
の
中
納
護
藤
原
冬
芝
の
例
な
ど
に
も
遡
る
が
、
そ
れ

は
藤
原
基
経
の
摂
政
期
に
当
た
っ
て
お
り
、
官
奏
の
形
態
が
異
な
る
か
ら
留

保
し
て
お
こ
う
。
魍
西
宮
記
駈
〔
富
奏
〕
に
よ
る
と
摂
政
の
時
の
宮
沢
は
弁
官

が
行
い
、
官
符
に
は
外
記
政
で
申
文
の
処
理
を
し
た
上
卿
の
宣
を
引
用
す
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。
）
し
た
が
っ
て
官
奏
の
日
上
制
も
法
的
に
は
外
記
政
と

同
じ
く
、
承
和
三
年
に
起
源
を
持
つ
と
す
る
方
が
無
難
で
あ
る
。
寛
平
四
年

宣
旨
の
「
中
納
欝
以
上
当
日
宮
奏
署
長
触
史
書
出
奏
報
自
大
臣
云
々
、
又
申
大
弁
云
々
扁

と
い
う
記
事
は
、
「
中
納
雷
以
上
当
日
上
は
官
奏
の
後
、
史
に
触
れ
て
学
報

を
書
出
し
、
大
臣
に
覧
ぜ
よ
、
又
大
弁
に
申
せ
」
と
読
め
る
。
そ
れ
は
日
上

制
の
成
立
と
読
む
必
要
は
な
く
、
基
経
亡
き
後
の
大
臣
の
役
割
を
明
確
化
し

た
も
の
で
、
貴
報
制
度
の
整
備
を
意
味
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
上
制
成

立
を
物
語
る
承
和
三
年
の
宣
旨
は
、
刻
限
に
参
候
し
た
中
納
言
以
上
の
最
上

尊
者
を
外
記
政
の
上
卿
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
つ

弘
仁
式
に
は
す
で
に
、
大
臣
不
在
の
時
に
は
中
納
言
以
上
が
聴
政
す
べ
き
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
又
、
そ
こ
に
は
「
事
重
け
れ
ば
臨
時
に
奏
即
せ

よ
」
と
あ
っ
て
、
中
納
言
以
上
の
官
奏
候
侍
は
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
筈

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
す
ぐ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
承
和
か

ら
貞
観
に
至
る
問
の
奉
勅
上
宣
の
上
卿
の
ほ
と
ん
ど
が
実
質
上
の
首
席
な
い

し
次
席
の
公
卿
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
間
の
中
納
言

で
姿
を
現
す
の
は
、
藤
原
良
習
と
基
経
を
除
け
ば
き
わ
め
て
少
な
い
。
評
者

は
承
和
三
年
の
宣
旨
は
前
年
に
中
納
言
と
な
っ
た
藤
原
果
房
に
聴
政
と
窟
奏

候
侍
を
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
う
す
れ
ば
右
の
こ

と
も
納
得
が
ゆ
く
。
以
上
、
日
上
制
の
成
立
を
承
和
三
年
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
法
的
淵
源
を
求
む
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

段
階
で
事
務
に
長
じ
た
中
納
言
以
上
が
適
宜
上
卿
を
務
め
る
と
い
っ
た
意
味

で
の
臼
上
智
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
先
に
少
し
述
べ
た
が
、
摂

政
時
の
奉
勅
宮
符
上
卿
が
外
記
政
の
上
卿
の
あ
り
方
を
反
映
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
上
卿
の
範
囲
が
広
が
る
の
は
基
経
摂
政
期
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は

外
記
政
・
官
奏
を
問
わ
ず
上
卿
は
、
首
席
・
次
席
公
卿
又
は
格
別
の
寵
臣
に

独
占
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
の
日
上
制
に
近
い
形
が
成
立
す
る
た
め

に
は
、
基
経
の
権
力
の
確
立
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
著

者
は
寛
平
九
年
七
月
に
菅
原
道
真
と
藤
原
時
平
が
内
覧
に
任
命
さ
れ
た
と
い

う
『
公
卿
補
任
謡
の
記
事
を
、
彼
等
が
自
ら
官
奏
を
行
っ
た
と
い
う
理
由
で

否
定
す
る
が
、
一
上
内
覧
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
が
窟
奏
を
行
っ
た
例
（
『
権
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評書

記
』
長
徳
三
・
十
・
一
、
同
量
・
十
二
・
一
六
条
等
）
が
あ
る
か
ら
こ
れ
は

無
理
で
あ
ろ
う
。

　
「
摂
関
政
治
の
転
成
」
に
お
い
て
著
者
は
十
世
紀
以
降
の
い
わ
ゆ
る
摂
関

政
治
期
を
初
期
権
門
政
治
の
時
期
と
し
、
中
世
へ
の
出
発
点
と
把
握
す
る
。

権
門
体
制
論
の
主
唱
者
黒
田
俊
雄
氏
が
、
院
政
期
を
そ
の
成
立
期
と
す
る
の

に
対
し
て
、
著
者
は
そ
れ
を
十
世
紀
に
引
き
上
げ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

黒
田
氏
が
院
政
期
と
摂
関
期
の
間
に
一
線
を
．
画
し
た
の
は
、
権
門
体
制
を
荘

園
制
と
不
可
分
の
も
の
と
捉
え
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ

て
そ
れ
を
政
治
形
態
に
限
定
し
て
引
き
上
げ
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。
著
者
の
こ
の
よ
う
な
把
握
の
背
後
に
は
、
調
庸
制
の
崩
壊
と
太

政
宮
政
務
の
崩
壊
、
即
ち
、
公
卿
聴
政
・
官
奏
・
定
が
十
世
紀
後
半
に
崩
壊

す
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
津
重
氏
が
主
張

す
る
ご
と
く
、
こ
の
時
期
に
は
調
馬
制
の
一
定
の
立
て
直
し
が
行
わ
れ
る
一

方
、
受
領
功
課
定
や
受
領
統
制
関
係
の
政
務
も
ま
だ
健
在
で
あ
る
。
（
「
摂
関

期
の
陣
定
扁
『
山
梨
大
学
研
究
報
告
』
四
六
、
「
摂
関
期
の
国
家
構
造
」
『
古

代
文
化
』
第
四
八
巻
二
号
）
貴
族
層
の
経
済
基
盤
も
封
芦
や
位
禄
等
、
律
令

制
の
外
枠
を
保
持
し
て
い
る
。
摂
関
・
草
津
の
権
力
者
が
そ
の
家
政
職
員
を

弁
・
外
記
・
史
・
検
非
違
使
等
の
実
務
官
職
に
進
繊
さ
せ
、
こ
れ
が
官
司
の

世
襲
的
請
負
化
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
顕
在
化

す
る
の
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
又
、
君
臣
関
係
に
お
い
て

も
年
労
制
・
昇
殿
制
等
、
律
令
と
異
質
な
要
素
が
成
立
し
、
昇
進
コ
ー
ス
の

固
定
化
も
起
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
が
家
格
の
固
定
と
い
う
形
に
展
開
す
る
の

は
、
や
は
り
十
｝
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
で
あ
る
。

　
本
論
考
の
大
き
い
問
題
は
、
こ
の
時
期
の
太
政
官
政
務
以
外
の
官
司
制
論

が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
評
者
は
、
官
司
制
の
変
質
を
九
世

紀
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
進
行
す
る
宮
職
の
請
負
化
の
中
に
見
出
し
う
る

と
考
え
る
。
摂
関
期
に
は
、
先
駆
的
に
「
職
」
化
し
た
天
皇
・
摂
関
の
も
と

に
宣
旨
職
的
に
変
化
し
た
蔵
人
方
・
宮
方
（
受
領
湖
を
も
含
む
）
の
諸
官
司

が
組
織
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
佐
藤
進
一
氏
の
指
摘
す
る
如

く
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
に
か
け
て
、
荘
園
公
領
制
と
呼
応
し
つ

つ
、
官
司
請
負
制
・
職
の
魚
網
へ
と
展
開
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
世
へ

の
転
換
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
又
、
そ
の
動
き
は
必

ず
し
も
権
門
体
制
に
帰
結
し
な
い
。
以
上
、
十
世
紀
後
半
に
お
け
る
権
門
政

治
成
立
説
に
は
大
き
い
疑
問
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
「
開
か
れ
た
内
裏
」
論
を
柱
と
す
る
後
宮
論
は
、
天
皇
を
取
り

巻
く
公
・
私
の
環
境
を
文
明
化
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
著
者
の
王
権
論
と
呼
応
し
つ
つ
構
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

評
者
と
し
て
は
、
そ
の
王
権
論
を
ぜ
ひ
と
も
正
面
か
ら
展
開
し
て
い
た
だ
き

た
く
思
う
。
氏
の
官
僚
制
論
を
理
解
す
る
の
に
そ
れ
が
大
い
に
寄
与
す
る
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
小
事
で
あ
る
が
東
宮
時
代
の
三
条
天
皇
の
乳
母
、

源
三
位
（
典
侍
）
や
右
衛
門
乳
母
（
典
侍
）
が
東
宮
専
属
の
典
侍
で
、
内
の

女
房
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
点
は
、
彼
女
達
が
一
条
天
皇
の
も
と
で
請
奏
宣

伝
を
行
っ
た
史
料
（
『
権
記
』
長
保
三
・
壬
・
十
二
・
十
五
、
長
保
元
・

七
・
七
条
等
）
が
あ
る
か
ら
訂
正
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
構
成
を
全
体
的
に
見
た
時
、
そ
の
考
察
は
太
政
官
を
は
じ
め
と
す

る
権
力
の
中
枢
部
に
集
中
し
て
い
る
。
官
僚
制
全
体
を
見
渡
す
意
味
で
は
、

地
方
を
含
め
た
官
司
・
宮
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ

ろ
う
。
又
、
時
代
的
に
も
律
令
成
立
期
や
十
世
紀
以
降
に
つ
い
て
は
問
題
提

起
に
止
ま
っ
た
部
分
も
多
く
、
本
格
的
な
検
討
が
待
た
れ
る
。
第
｝
部
第
一

章
で
触
れ
ら
れ
た
、
石
黒
田
氏
の
国
家
論
へ
の
批
判
の
全
面
的
展
開
も
ぜ
ひ
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実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
以
上
、
蕪
雑
な
感
想
を
連
ね
た
が
、
本
書
の
豊
か
な
内
容
を
消
化
で
き
た

か
ど
う
か
、
は
な
は
だ
心
許
な
い
。
ま
た
誤
解
も
あ
る
か
と
思
う
。
非
力
ゆ

え
の
失
礼
を
お
詫
び
す
る
と
共
に
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、

感
謝
し
て
筆
を
欄
く
。
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